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in situ hybridization法，半定量的RT-PCR法にてamelogenin mRNA，ameloblastin mRNA，MMP-２０ 
mRNA，KLK４ mRNAの発現を解析した。 コントロールとして，上皮細胞のみを培養したものを用
いた。 in situ hybridization法では，共培養したサンプルの上皮細胞にamelogenin mRNA，
ameloblastin mRNA，KLK４ mRNAの発現が強くみられたが，MMP-２０ mRNAは発現がみられな
かった。 コントロールの上皮細胞はamelogenin mRNA，ameloblastin mRNAの発現が強くみられ，
KLK４ mRNAの発現は弱かった。 MMP-２０ mRNAは発現がみられなかった。 RT-PCR法では，
amelogenin mRNAの発現に有意差はみられなかった。 また，共培養したサンプルにameloblastin 

















定後，通法に従いin situ hybridization法，半定量的RT-PCR法にてamelogenin mRNA，ameloblastin 
mRNA，MMP-２０ mRNA，KLK４ mRNAの発現を解析した。コントロールとして，上皮細胞のみを
培養したものを用いた。
その結果，in situ hybridization法では，共培養したサンプルの上皮細胞にamelogenin mRNA，




にameloblastin mRNAおよびKLK４ mRNAの有意な発現がみられた。一方，MMP-２０ mRNAの発現
はいずれも観察されなかった。増殖したマラッセの上皮遺残は線維芽細胞との相互作用により細胞接
着能を有するameloblastinと，それを分解するKLK４を発現し，マラッセの上皮遺残が歯根面への接
着を調節することによって感染等による病的状態から歯根嚢胞を形成して歯根膜を保護することに関
与している可能性が示唆された。
以上の知見は，マラッセの上皮遺残の機能的役割を考察する一助となり，今後の歯科医学の発展に
寄与することが大いに期待されることから，本論文が博士（歯学）の学位に相応しいものと判定する。
